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(57)【要約】
【課題】効率的な除加湿により空調室の小型化に寄与す
る空調システム等を提供する。
【解決手段】複数の空間を空調するための空調室を備え
た前記空調システムであって、前記空調室に、給気開口
を有する第一空間と、前記第一空間の空気を除湿する除
湿器と、前記空調室における前記第一空間の下流に、前
記第一空間と通風可能に独立して設けられた第二空間と
、前記第二空間の空気を空調するエアコンディショナー
と、前記エアコンディショナーにより空調された空気を
前記空調室外に搬送する搬送ファンと、前記除湿器と、
前記エアコンディショナーと、を制御する前記システム
コントローラと、を備えた空調システム等とする。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の空間を空調するための空調室を備えた空調システムであって、
前記空調室に、給気開口を有する第一空間と、
前記第一空間の空気を除湿する除湿器と、
前記空調室における前記第一空間の下流に、前記第一空間と通風可能に独立して設けられ
た第二空間と、
前記第二空間の空気を空調するエアコンディショナーと、
前記エアコンディショナーにより空調された空気を前記空調室外に搬送する搬送ファンと
、
前記除湿器と、前記エアコンディショナーと、を制御する前記システムコントローラと、
を備えた空調システム。
【請求項２】
前記第一空間の下流に前記第一空間と通風可能に独立して設けられた第三空間と、
前記第三空間の空気を加湿する加湿器と、を備え、
前記システムコントローラは、
　前記加湿器を制御する請求項１記載の空調システム。
【請求項３】
前記第二空間は、前記第三空間を兼ねる請求項２記載の空調システム。
【請求項４】
前記第二空間は、前記第一空間の下流かつ前記第三空間の上流に設けられた請求項２記載
の空調システム。
【請求項５】
前記システムコントローラは、
　前記除湿器を介して前記第一空間の空気を所定の除湿湿度以下に制御する請求項１記載
の空調システム。
【請求項６】
前記システムコントローラは、
　前記除湿器を介して、前記第一空間の空気を、前記搬送ファンを介して前記空調室外に
送風される搬送空気の湿度よりも低い前記所定の除湿湿度以下に制御し、
　前記第一空間で前記所定の除湿湿度以下に制御された空気を、前記第二空間で、前記エ
アコンディショナーを介して所定の温度に冷却する請求項５記載の空調システム。
【請求項７】
前記システムコントローラは、
　設定された前記搬送空気の湿度と、設定された前記搬送空気の温度と、前記第一空間の
温度に、基づいて前記第一空間の空気が到達すべき前記所定の除湿湿度を算出する第一空
間湿度算出部を備えた請求項６記載の空調システム。
【請求項８】
前記システムコントローラは、
　前記加湿器を介して前記第三空間の空気を所定の加湿湿度以上に制御する請求項２記載
の空調システム。
【請求項９】
前記給気開口は、
　屋内の空気を給気するための第一給気開口と、
　屋外の空気を給気するための第二給気開口と、を備える請求項１記載の空調システム。
【請求項１０】
前記搬送ファンによる空気の送付先である複数の居室それぞれの室内湿度を取得して前記
システムコントローラに送信する居室湿度センサーと、
前記第三空間の湿度を取得して前記システムコントローラに送信する空調室湿度センサー
と、を備え、
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前記システムコントローラは、
　前記加湿器及び／又は前記除湿器を制御して前記第三空間の湿度を最低湿度と最高湿度
とで定義される所定の湿度範囲内に維持する空調室湿度制御部と、
　前記居室湿度センサーが取得した各居室の室内湿度と、前記空調室湿度センサーが取得
した前記第三空間の湿度とに基づいて前記搬送ファンの送風量を決定する送風量決定部と
、
　前記送風量決定部が決定した送風量で前記搬送ファンそれぞれの送風量を制御するファ
ン風量制御部と、を備えた請求項２記載の空調システム。
【請求項１１】
複数の空間を空調するための空調システムであって、
給気開口を有する第一空間の空気を除湿する除湿器と、
前記第一空間の下流に前記第一空間と通風可能に独立して設けられた第二空間の空気を空
調するエアコンディショナーと、
前記エアコンディショナーにより空調された空気を搬送する搬送ファンと、
前記除湿器と、前記エアコンディショナーと、を制御するシステムコントローラと、を備
えた空調システム。
【請求項１２】
複数の空間を空調するための空調室であって、
給気開口を有する除湿用空間と、
前記除湿用空間の下流に前記除湿用空間と通風可能に独立して設けられた空調用空間と、
を備えた空調室。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調システム及び空調室に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、住居に対して全館空調機での空調が行なわれている。また、省エネルギー住宅需
要の高まりや規制強化に伴い、高断熱・高気密住宅が増加していくことが予想されており
、その特徴に適した空調システムが要望されている。
【０００３】
　また、空気調和機の制御として、例えば特許文献１に示されるように、空調運転開始時
に周囲温度、湿度を検知し、環境に応じた快適温湿度にコントロールすると共に快適な温
湿度内で、できるだけ無駄なエネルギー消費をおこさないよう目標温湿度を決定する空気
調和機の制御装置が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１２００６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来の空気調和機による温湿度制御、特に湿度制御においては、空調室にて
空調を行い、複数の居室に対して搬送ファンにより送風を行うシステムへの適用が困難で
あった。つまり、従来の空気調和機においては周囲湿度を検知し、これらに対して目標湿
度を設定して維持制御することで、湿度に対して快適な環境を提供している。ここで空気
調和機が設けられた居室の湿度は空気調和機の制御下にあり、基本的に外部からの影響を
さほど受けない。
【０００６】
　これに対して、上記システムでは複数の居室に接続されている故に様々な湿度の空気が
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空調室に流入するため、空調室の湿度環境が短時間で大きく変動する。よって、このよう
な状況下の空調室の湿度を所定の範囲に制御するには、複数の居室に対して十分に余裕を
持った非常に大きな空調室を設けて湿度を制御するか、あるいは除湿能力、加湿能力を非
常に高める必要があった。しかしながら、このような手段では空間的、あるいはエネルギ
ー的に非効率であり、新たな湿度制御が求められていた。
【０００７】
　そこで本発明は、上記従来の課題を解決するものであり、効率的な除加湿により空調室
の小型化に寄与する空調システム、及び空調システムコントローラを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そして、この目的を達成するために、本発明は、複数の空間を空調するための空調室を
備えた空調システムであって、前記空調室に、給気開口を有する第一空間と、前記第一空
間の空気を除湿する除湿器と、前記空調室における前記第一空間の下流に、前記第一空間
と通風可能に独立して設けられた第二空間と、前記第二空間の空気を空調するエアコンデ
ィショナーと、前記エアコンディショナーにより空調された空気を前記空調室外に搬送す
る搬送ファンと、前記除湿器と、前記エアコンディショナーと、を制御する前記空調シス
テムコントローラと、を備えた空調システムとし、これにより所期の目的を達成するもの
である。
【０００９】
　また、本発明は、複数の空間を空調するための空調室であって、給気開口を有する除湿
用空間と、前記除湿用空間の下流に前記除湿用空間と通風可能に独立して設けられた空調
用空間と、を備えた空調室とし、これにより所期の目的を達成するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、効率的な除加湿により空調室の小型化に寄与する空調システム等を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る空調システムの接続概略図である。
【図２】空調システムのシステムコントローラの概略機能ブロック図である。
【図３】空調処理を示すフローチャートである。
【図４】空調室湿度制御処理を示すフローチャートである。
【図５】ファン風量設定処理を示すフローチャートである。
【図６】送風量決定処理を示すフローチャートである。
【図７】空調室目標湿度と空調室湿度と居室湿度との関係の一例を示す図。
【図８】空調室目標湿度と空調室湿度と居室湿度との関係の他の例を示す図
【図９】空調室を３区分化した場合の空調室の概略図である。
【図１０】空調室を２区分化した場合の空調室の概略図である。
【図１１】空調室を３区分化した場合のシステムコントローラの概略機能ブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を実施するための形態について添付図面を参照して説明する。なお、以下
に説明する実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。よって
、以下の実施の形態で示される、数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び
接続形態、並びに、ステップ（工程）及びステップの順序などは、一例であって本発明を
限定する主旨ではない。従って、以下の実施の形態における構成要素のうち、本発明の最
上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素については、任意の構成要素とし
て説明される。また、各図において、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付して
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おり、重複する説明は省略又は簡略化する。
【００１３】
　（実施の形態１）
　まず、図１を参照して、本発明の第１実施形態に係る空調システム２０について説明す
る。図１は、本第１実施形態に係る空調システム２０の接続概略図である。
【００１４】
　空調システム２０は、外気導入ファン４と、複数の排気ファン５（排気ファン５ａ，５
ｂ，５ｃ，５ｄ）と、複数の搬送ファン３（搬送ファン３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ）と、複
数の循環ファン６（６ａ，６ｂ，６ｃ，６ｄ）と、居室温度センサー１１（居室温度セン
サー１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄ）と、居室湿度センサー１２（居室湿度センサー１
２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ）と、空調室温度センサー１４と、空調室湿度センサー１
５と、エアコンディショナー９と、加湿器１６と、除湿器１７と、入出力端末１９と、シ
ステムコントローラ１０（空調システムコントローラに該当）と、を備えて構成される。
【００１５】
　空調システム２０は、建物の一例である一般住宅１内に設置される。一般住宅１は、複
数（本実施形態では４つ）の居室２（居室２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ）に加え、居室２と独
立した少なくとも１つの空調室１８を有している。ここで一般住宅１（住宅）とは、居住
者がプライベートな生活を営む場として提供された住居であり、一般的な構成として居室
２にはリビング、ダイニング、寝室、個室、子供部屋等が含まれる。また空調システム２
０が提供する居室にトイレ、浴室、洗面所、脱衣所等を含んでもよい。
【００１６】
　空調室１８では、各居室２より搬送された空気同士が混合される。また、外気導入ファ
ン４により外気が空調室１８内に取り込まれ、循環ファン６によって各居室２より搬送さ
れた空気と混合される。空調室１８の空気は、空調室１８内に設けられたエアコンディシ
ョナー９、加湿器１６及び除湿器１７によって温度及び湿度が制御され、すなわち空調さ
れて、居室２に搬送すべき空気が生成される。空調室１８にて空調された空気は、搬送フ
ァン３により、各居室２に搬送される。ここで、空調室１８は、エアコンディショナー９
やその他加湿器１６、除湿器１７などが配置でき、各居室の空調をコントロールできる一
定の広さを備えた空間を意味するが、居住空間を意図するものではなく、基本的に居住者
が滞在する部屋を意味するものではない。
【００１７】
　各居室２の空気は、循環ファン６により空調室１８へ搬送される他、排気ファン５によ
って居室２内から一般住宅１外へ外気として排出される。空調システム２０は、排気ファ
ン５の排気風量を制御して室内から外気を排出しつつ、その排気ファン５の排気風量と連
動させながら外気導入ファン４の給気風量を制御して室内に外気を取り込むことで、第１
種換気方式の換気が行われる。
【００１８】
　外気導入ファン４は、一般住宅１の室内に外気を取り込むファンであり、給気ファンや
熱交換気扇の給気機能等が該当する。上述した通り、外気導入ファン４により取り込まれ
た外気は、空調室１８内に導入される。外気導入ファン４の給気風量は、複数段階で設定
可能に構成されており、その排気風量は、後述するように、排気ファン５の排気風量に応
じて設定される。
【００１９】
　排気ファン５は、対応する居室２の空気の一部を例えば排気ダクトを介して外気として
排出するファンであり、天埋換気扇、壁掛換気扇、レンジフード、熱交換気扇の排気機能
等が該当する。なお、図１においては排気ファン５に接続された排気ダクトは直接一般住
宅１外へ接続されているが、熱交換気扇の排気機能を利用する場合には、排気ダクトはい
ったん熱交換気扇に接続されてから一般住宅１外へ接続される。つまり排気ダクトを通る
空気が熱交換気扇の給気風路を通る空気との間で熱交換されたのち、一般住宅１外へ排出
される。排気ファン５ａは居室２ａに、排気ファン５ｂは居室２ｂに、排気ファン５ｃは
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居室２ｃに、排気ファン５ｄは居室２ｄに設けられている。
【００２０】
　各排気ファン５は、それぞれ、その排気風量が複数段階で設定可能に構成されている。
通常時は、予め設定された排気風量となるように各排気ファン５は制御される。そして、
ユーザによる設定や、各種センサーにより取得された値に応じて、排気ファン５ａ～５ｄ
毎に排気風量が制御される。
【００２１】
　搬送ファン３ａ～３ｄは、各居室２ａ～２ｄに対応して空調室１８の例えば壁面に設け
られている。空調室１８の空気は、搬送ファン３ａによって搬送ダクトを介して居室２ａ
に搬送され、搬送ファン３ｂによって搬送ダクトを介して居室２ｂに搬送され、搬送ファ
ン３ｃによって搬送ダクトを介して居室２ｃに搬送され、搬送ファン３ｄによって搬送ダ
クトを介して居室２ｄに搬送される。なお、各居室と接続される搬送ダクトはそれぞれ独
立して設けられる。
【００２２】
　循環ファン６ａは居室２ａに、循環ファン６ｂは居室２ｂに、循環ファン６ｃは居室２
ｃに、循環ファン６ｄは居室２ｄに設けられている。各居室２ａ～２ｄの空気の一部は、
対応する循環ファン６ａ～６ｄによって、循環ダクトを介して空調室１８に搬送される。
なお、空調室１８と各居室とを接続する循環ダクトはそれぞれ独立して設けられてもよい
が、循環ダクトの一部である複数の支流ダクトを途中より合流させて１つの循環ダクトに
統合した後、空調室１８に接続されてもよい。
【００２３】
　エアコンディショナー９は、空調機に該当するものであり、空調室１８の空調を制御す
る。エアコンディショナー９は、空調室１８の空気の温度が設定された目標温度（空調室
目標温度）となるように、空調室１８の空気を冷却又は加熱する。
【００２４】
　加湿器１６は、空調室１８の空気の湿度が設定された目標湿度（空調室目標湿度）より
も低い場合にその湿度が空調室目標湿度となるように、空調室１８の空気を加湿する。な
お、加湿器１６がエアコンディショナー９に内蔵されている場合もあるが、複数の居室２
に対応するだけの加湿能力を得るために、エアコンディショナー９とは独立した加湿器１
６を備えるのが望ましい。ここで空調室目標湿度は、下限を最低湿度で、上限を最高湿度
で定義される所定の湿度範囲として定義される。また最低湿度、最高湿度、及び本実施例
で扱われる湿度はそれぞれ相対湿度で示されるが、所定の変換処理にて絶対湿度として扱
ってもよい。この場合、居室の湿度を含めて空調システムでの取り扱い全体を絶対湿度と
して取り扱うのが好ましい。
【００２５】
　除湿器１７は、空調室１８の空気の湿度が設定された目標湿度（空調室目標湿度）より
も高い場合にその湿度が空調室目標湿度となるように、空調室１８の空気を除湿する。な
お、除湿器１７がエアコンディショナー９に内蔵されている場合もあるが、複数の居室２
に対応するだけの除湿能力を得るために、エアコンディショナー９とは独立した除湿器１
７を備えるのが望ましい。
【００２６】
　居室温度センサー１１ａは、居室２ａに設けられ、居室温度センサー１１ｂは、居室２
ｂに設けられ、居室温度センサー１１ｃは、居室２ｃに設けられ、居室温度センサー１１
ｄは、居室２ｄに設けられている。居室温度センサー１１ａ～１１ｄは、対応する居室２
ａ～２ｄそれぞれの室内温度を取得して、システムコントローラ１０に送信するセンサー
である。
【００２７】
　居室湿度センサー１２ａは、居室２ａに設けられ、居室湿度センサー１２ｂは、居室２
ｂに設けられ、居室湿度センサー１２ｃは、居室２ｃに設けられ、居室湿度センサー１２
ｄは、居室２ｄに設けられている。居室湿度センサー１２は、対応する居室２ａ～２ｄそ
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れぞれの室内湿度（居室湿度）を取得して、システムコントローラ１０に送信するセンサ
ーである。
【００２８】
　空調室温度センサー１４は、空調室１８の空気の温度を取得して、システムコントロー
ラ１０に送信するセンサーである。なお、空調室温度センサー１４は、エアコンディショ
ナー９に内蔵されている場合もあるが、エアコンディショナー９に内蔵されている場合に
はエアコンディショナー９周囲（例えば給気口付近）の情報しか得られない。空調室１８
は、上述のように外気と各居室２から搬送された空気とが混合されるため、空調室１８全
体としての情報が得られるように、エアコンディショナー９とは独立して備えるのが望ま
しい。
【００２９】
　空調室湿度センサー１５は、空調室１８の空気の湿度、すなわち空調室湿度を取得して
、システムコントローラ１０に送信するセンサーである。なお、空調室湿度センサー１５
も空調室温度センサー１４と同様の理由で、空調室１８全体としての情報が得られるよう
に、エアコンディショナー９とは独立して備えるのが望ましい。
【００３０】
　システムコントローラ１０は、空調システム２０全体を制御するコントローラである。
システムコントローラ１０は、外気導入ファン４、排気ファン５、搬送ファン３、循環フ
ァン６、居室温度センサー１１、居室湿度センサー１２、空調室温度センサー１４、空調
室湿度センサー１５、エアコンディショナー９、加湿器１６及び除湿器１７と、無線通信
により通信可能に接続されている。
【００３１】
　システムコントローラ１０は、排気ファン５の排気風量に応じた風量となるように、外
気導入ファン４の給気風量を設定する等、外気導入ファン４と排気ファン５とを連動させ
て制御する。これにより、一般住宅１に対して第１種換気方式による換気が行われる。
【００３２】
　また、システムコントローラ１０は、空調室温度センサー１４及び空調室湿度センサー
１５により取得される空調室１８の空気の温度及び湿度に基づいて、空調室１８の温度及
び／又は湿度が、空調室１８に設定された空調室目標温度及び／又は空調室目標湿度とな
るように、空調機としてのエアコンディショナー９、加湿器１６、除湿器１７を制御する
。
【００３３】
　また、システムコントローラ１０は、居室温度センサー１１及び居室湿度センサー１２
により取得された各居室２それぞれの室内温度及び／又は室内湿度と、居室２ａ～２ｄ毎
に設定された目標温度（居室目標温度）及び／又は目標湿度（居室目標湿度）等に応じて
、搬送ファン３の風量や循環ファン６の風量を設定する。
【００３４】
　これにより、空調室１８にて空調された空気が、各搬送ファン３に設定された風量で各
居室２に搬送され、また、各居室２の空気が、各循環ファン６に設定された風量で空調室
１８に搬送される。よって、各居室２の室内温度及び／又は室内湿度が、居室目標温度及
び／又は居室目標湿度となるように制御される。
【００３５】
　ここで、システムコントローラ１０と、外気導入ファン４、排気ファン５、搬送ファン
３、循環ファン６、居室温度センサー１１、居室湿度センサー１２、空調室温度センサー
１４、空調室湿度センサー１５、エアコンディショナー９、加湿器１６及び除湿器１７と
が、無線通信で接続されることにより、複雑な配線工事を不要とすることができる。ただ
し、これら全体を、又は、システムコントローラ１０とこれらの一部を、有線通信により
通信可能に構成してもよい。
【００３６】
　入出力端末１９は、システムコントローラ１０と無線通信により通信可能に接続され、
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空調システム２０を構築するうえで必要な情報の入力を受け付けてシステムコントローラ
１０に記憶させたり、空調システム２０の状態をシステムコントローラ１０から取得して
表示したりするものである。入出力端末１９は、携帯電話、スマートフォン、タブレット
といった携帯情報端末が例として挙げられる。
【００３７】
　なお、入出力端末１９は、必ずしも無線通信によりシステムコントローラ１０と接続さ
れる必要はなく、有線通信により通信可能にシステムコントローラ１０と接続されてもよ
い。この場合、入出力端末１９は、例えば、壁掛のリモートコントローラにより実現され
るものであってもよい。
【００３８】
　次いで、図２を参照して、システムコントローラ１０の各機能について説明する。図２
は、システムコントローラ１０の概略機能ブロック図である。
【００３９】
　システムコントローラ１０は、居室目標湿度取得部５４、空調室湿度制御部５５、送風
量決定部４０、ファン風量制御部３１、記憶部４６を備える。
【００４０】
　居室目標湿度取得部５４は、入出力端末１９により居室２全体に共通して設定された居
室目標湿度を取得する。居室目標湿度は、下限を最低湿度で、上限を最高湿度で定義され
る所定の湿度範囲として設定される。本実施の形態では、居室目標湿度が空調室目標湿度
と一致する。なお、本実施の形態では居室目標湿度をユーザが設定可能としているが、あ
らかじめ空調システムに固定値として設定されていてもよい。居室目標湿度取得部５４に
より取得され、あるいはあらかじめ設定された最高湿度及び最低湿度は、記憶部４６に記
憶される。
【００４１】
　空調室湿度制御部５５は、加湿器１６及び除湿器１７を利用して空調室内の湿度を居室
目標湿度取得部５４にて取得した空調室目標湿度に制御する。具体的には、空調室湿度セ
ンサー１５にて取得した空調室の湿度が所定の湿度範囲を構成する最高湿度よりも高い場
合には、除湿器１７を動作させる。また、空調室湿度センサー１５にて取得した空調室の
湿度が最低湿度よりも低い場合には、加湿器１６を動作させる。
【００４２】
　送風量決定部４０は、湿度判定部５３と、湿度差比較部５６と、高低判断部５７とを備
える。そして送風量決定部４０は、居室湿度センサー１２が取得した各居室の室内湿度と
、空調室湿度センサー１５が取得した空調室１８の湿度とに基づいて搬送ファン３の送風
量を決定する。なお、送風量の決定手順については後述する。
【００４３】
　湿度判定部５３は、居室湿度センサー１２が取得した各居室２の室内湿度と居室目標湿
度取得部５４により取得した居室目標湿度、すなわち所定の湿度範囲を示す空調室目標湿
度とに基づいて、各居室２の室内湿度が所定の湿度範囲内であるか否か判定する。
【００４４】
　湿度差比較部５６は、居室湿度センサー１２が取得した各居室の室内湿度と空調室湿度
センサー１５が取得した空調室１８の湿度との差を算出する。具体的には、例えば居室２
ａの湿度が９０％、空調室湿度が５０％の場合、差は４０となる。なお、差を算出するに
あたって必ずしも％表記の湿度の差を求める必要はなく、例えば湿度から求められる水分
量等により差を算出してもよく、即ち空調室湿度と居室湿度との乖離の大きさが数値化で
きれば良い。
【００４５】
　高低判断部５７は、居室湿度センサー１２が取得した各居室の室内湿度の、空調室湿度
センサー１５が取得した空調室１８の湿度に対する高低を判断する。具体的には、例えば
居室２ａの湿度が９０％であり、空調室湿度が５０％である場合、居室２ａの湿度は空調
室湿度の５０％よりも「高い」と判断する。他方、居室２ｃの湿度が３０％であり、空調
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室湿度が５０％である場合、居室２ｃの湿度は空調室湿度の５０％よりも「低い」と判断
する。これら判断は、すべての居室に対して行われてもよく、また、最高湿度より湿度の
高い居室及び最低湿度より湿度の低い居室に対してのみ行われてもよい。
【００４６】
　ファン風量制御部３１は、複数の居室２ａ～２ｄ毎に対応して設けられた複数の搬送フ
ァン３ａ～３ｄ個々の風量を、送風量決定部４０にて決定された各搬送ファン３ａ～３ｄ
の送風量に制御する。また、ファン風量制御部３１は、循環ファン６ａ～６ｄについても
制御してよいが、ここでは詳細説明を省略する。
【００４７】
　記憶部４６は、居室目標湿度取得部５４により取得され、あるいはあらかじめ設定され
た所定の湿度範囲、すなわち最高湿度及び最低湿度を記憶する、いわゆるメモリである。
また、その他システムコントローラ１０による制御に数値などの情報の記憶が必要な場合
にも記憶部４６が利用される。
【００４８】
　次いで、図３～図８を参照して、システムコントローラ１０により実行される空調処理
について説明する。図３は、空調処理を示すフローチャートである。図４は、空調室湿度
制御処理を示すフローチャートである。図５は、ファン風量設定処理を示すフローチャー
トである。図６は、送風量決定処理を示すフローチャートである。図７は、空調室目標湿
度と空調室湿度と居室湿度との関係の一例を示す図である。図８は、空調室目標湿度と空
調室湿度と居室湿度との関係の他の例を示す図である。
【００４９】
　システムコントローラ１０が実行する空調処理は、図３に示すように、主に空調室湿度
制御処理Ｓ１００、ファン風量設定処理Ｓ２００により構成され、この順で実行される。
【００５０】
　ユーザが空調処理を実行すると、まず、システムコントローラ１０は、図４に示す空調
室湿度制御処理Ｓ１００を実行する。
【００５１】
　空調室湿度制御処理Ｓ１００では、システムコントローラ１０は、入出力端末１９にて
設定された居室目標湿度を取得して記憶部４６に記憶する（Ｓ１０１）。ここで居室目標
湿度とは、ユーザが心地よいと感じる湿度であり、すべての居室に共通する湿度である。
居室目標湿度は、下限を最低湿度で、上限を最高湿度で定義される所定の湿度範囲として
定義される。この所定の湿度範囲は、空調室１８が目標とする湿度範囲であり、即ち空調
室目標湿度と同一である。ユーザは、入出力端末１９に対して、例えば最高湿度を６５％
とし、最低湿度を４５％として設定することで、システムコントローラ１０は、居室目標
湿度取得部５４を介して入出力端末１９に入力された居室目標湿度を空調室目標湿度とし
て取得する。
【００５２】
　空調室目標湿度を取得すると、空調室湿度制御部５５は、空調室湿度センサー１５と加
湿器１６と除湿器１７とを利用して、空調室１８の湿度を空調室目標湿度の範囲内に維持
する（Ｓ１０２）。
【００５３】
　具体的に空調室目標湿度の維持は、以下のように行われる。すなわち、空調室湿度セン
サー１５にて取得した空調室湿度が最高湿度よりも高い場合には、除湿器１７を動作させ
る。また、空調室湿度センサー１５にて取得した空調室湿度が最低湿度よりも低い場合に
は、加湿器１６を動作させる。空調室湿度制御処理後に空調室１８に流入する空気による
空調室湿度の変動を考慮すると、除湿時には、所定の湿度範囲であることを前提として、
例えば最高湿度よりも一定の範囲で低い湿度（例えば－５％）まで除湿を行う。そして加
湿時には例えば最低湿度よりも一定の範囲で高い湿度（例えば＋５％）まで加湿してもよ
い。
【００５４】



(10) JP 2020-63899 A 2020.4.23

10

20

30

40

50

　以上の処理により、空調室１８の湿度が所定の湿度範囲内に維持される。
【００５５】
　続いて、システムコントローラ１０は、図５に示すファン風量設定処理Ｓ２００を実行
する。
【００５６】
　ファン風量設定処理Ｓ２００では、送風量決定部４０は、空調室湿度センサー１５を介
して空調室湿度を取得する（Ｓ２０１）。また、送風量決定部４０は、居室湿度センサー
１２を介して各居室２の居室湿度を取得する（Ｓ２０２）。さらにシステムコントローラ
１０は、居室目標湿度取得部５４を介して記憶部４６より、所定の湿度範囲、すなわち最
高湿度と最低湿度とを取得する（Ｓ２０３）。
【００５７】
　次に、送風量決定部４０は、湿度判定部５３により各居室の居室湿度が所定の湿度範囲
内であるか否か判定する（Ｓ２０３）。
【００５８】
　ここで、すべての居室が所定の湿度範囲内であれば、処理を終了する（Ｓ２０４Ｙｅｓ
→終了）。
【００５９】
　なお、少なくとも１つの居室が所定の湿度範囲内でなければ、湿度差比較部５６は、該
当する居室（湿度範囲内ではない居室）について、その居室の居室湿度と空調室湿度との
差を算出する（Ｓ２０４Ｎｏ→Ｓ２０５）。さらに高低判断部５７は、該当する居室につ
いて、その居室の居室湿度が空調室の湿度に対して高いか又は低いか、即ち高低を判断す
る（Ｓ２０６）。ここで、高低の判断は、空調室の湿度として、空調室湿度センサー１５
が取得した空調室湿度と居室湿度とを比較してもよいし、所定の湿度範囲に対する高低を
判断しても結果は同じである。高低判断部５７は、高低を判断し、所定の範囲内に無い居
室２（居室２ａ～２ｄ）を、最高湿度より高い高湿度居室と最低湿度より低い低湿度居室
とに分類するとともに、湿度差比較部５６が比較した温度差と関連付ける。つまり、送風
量決定部４０は、この処理において、高湿度居室と低湿度居室の数、及びそれぞれの空調
室湿度との差とを把握することができる。
【００６０】
　上記処理が完了すると、送風量決定部４０は、送風量決定処理を行う（Ｓ３００）。
【００６１】
　送風量決定部４０は、図６に示す送風量決定処理Ｓ３００を実行する。すなわち、送風
量決定処理Ｓ３００においては、まず、送風量決定部４０は、空調室湿度に対する低湿度
居室の数と高湿度居室の数とをカウントする。
【００６２】
　ここで、低湿度居室のみが複数存在する場合、湿度差の大きい居室の送風量を大きく決
定する（Ｓ３０１Ｙｅｓ→Ｓ３０３）。この処理を、図７（ａ）を参照しながら詳しく説
明する。なお、図７（ａ）は、低湿度居室のみが複数存在する一例である。そして図７に
おけるａは居室２ａを、ｂは居室２ｂを、ｃは居室２ｃを、ｄは居室２ｄを示し、下部の
数値は居室湿度を示す。また、最高湿度は６５％、最低湿度は４５％、空調室湿度は５０
％であるものとする。
【００６３】
　図７（ａ）によると、低湿度居室のみが２室（居室２ｃ、居室２ｄ）存在する。そして
居室２ｃは、空調室湿度との湿度差（絶対値）が２０％、居室２ｄは、空調室湿度との湿
度差が３０％である。この場合、送風量決定部４０は、湿度差が大きい居室２ｄに対応す
る搬送ファン３ｄの送風量を、居室２ｃに対応する搬送ファン３ｃの送風量よりも大きく
設定する。ここで送風量とは、搬送ファンの送風能力、あるいは動作ノッチとすることが
できる。例えば搬送ファン３の送風量を送風量の小さいものから順に送風量１～送風量１
０の１０段階の設定が可能とすると、送風量決定部４０は、ここでは搬送ファン３ｄの送
風量を最大値の送風量１０に決定する。そして、送風量決定部４０は、搬送ファン３ｃの
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送風量を搬送ファン３ｄよりも小さい例えば送風量７に決定する。
【００６４】
　これにより、居室２ｃ及び居室２ｄには空調室の空気が流入し、各居室の居室湿度は、
徐々に所定の湿度範囲内に近づいて行く。この際、送風量の差により、より不快とされる
、空調室湿度との湿度差が大きい居室２ｄの湿度は、空調室湿度との湿度差が居室２ｄよ
りも小さい居室２ｃの湿度よりも改善速度が速くなる。つまり、送風量決定部４０は、よ
り湿度環境の悪い居室に対して居室の湿度改善を優先する。
【００６５】
　なおこの際、空調室湿度は、居室２ｃ及び居室２ｄの乾燥した空気の流入により、５０
％から徐々に低下していくため、最低湿度を下回りそうな場合には必要に応じて空調室湿
度制御部５５が加湿器１６を動作させ、空調室湿度を所定の湿度範囲に維持する。
【００６６】
　また、送風量決定部４０は、空調室湿度に対する低湿度居室の数と高湿度居室の数とを
カウントし、高湿度居室のみが複数存在する場合も同様に、湿度差の大きい居室の送風量
を大きく決定する（Ｓ３０１Ｎｏ→Ｓ３０２Ｙｅｓ→Ｓ３０３）。
【００６７】
　この処理を、図７（ｂ）を参照しながら詳しく説明する。なお、図７（ｂ）は、高湿度
居室のみが複数存在する一例である。
【００６８】
　図７（ｂ）によると、高湿度居室のみが２室（居室２ａ、居室２ｂ）存在する。そして
居室２ａは、空調室湿度との湿度差（絶対値）が４０％、居室２ｂは、空調室湿度との湿
度差が３０％である。この場合、送風量決定部４０は、湿度差が大きい居室２ａに対応す
る搬送ファン３ａの送風量を、居室２ｂに対応する搬送ファン３ｂの送風量よりも大きく
設定する。つまり送風量決定部４０は、ここでは搬送ファン３ａの送風量を最大値の送風
量１０に決定する。そして、送風量決定部４０は、搬送ファン３ｂの送風量を搬送ファン
３ｂよりも小さい例えば送風量７に決定する。
【００６９】
　これにより、居室２ａ及び居室２ｂには空調室の空気が流入し、各居室の居室湿度は、
徐々に所定の湿度範囲内に近づいて行く。この際、送風量の差により、より不快とされる
、空調室湿度との湿度差が大きい居室２ａの湿度は、空調室湿度との湿度差が居室２ａよ
りも小さい居室２ｂの湿度よりも改善速度が速くなる。つまり、送風量決定部４０は、よ
り湿度環境の悪い居室に対して居室の湿度改善を優先する。
【００７０】
　なおこの際、空調室湿度は、居室２ａ及び居室２ｂの湿った空気の流入により、５０％
から徐々に上昇していくため、最高湿度を上回りそうな場合には必要に応じて空調室湿度
制御部５５が除湿器１７を動作させ、空調室湿度を所定の湿度範囲に維持する。
【００７１】
　また、送風量決定部４０は、空調室湿度に対する低湿度居室の数と高湿度居室の数とを
カウントし、高湿度居室と低湿度居室の両方が存在する場合には、湿度差が小さい居室の
送風量を大きく設定する（Ｓ３０２Ｎｏ→Ｓ３０４Ｙｅｓ→Ｓ３０５）。
【００７２】
　この処理を、図８を参照しながら詳しく説明する。なお、図８（ａ）は、低湿度居室の
みが複数存在する一例である。なお、図８中の表現は図７と同一である。
【００７３】
　図８（ａ）によると、低湿度居室である居室２ｃと、高湿度居室である居室２ａとが存
在する。そして居室２ｃは、空調室湿度との湿度差が２０％、居室２ａは、空調室湿度と
の湿度差が４０％である。この場合、送風量決定部４０は、湿度差が大きい居室２ａに対
応する搬送ファン３ａの送風量を、湿度差が小さい居室２ｃに対応する搬送ファン３ｃの
送風量よりも小さく設定する。言い換えると、送風量決定部４０は、湿度差が小さい居室
２ｃに対応する搬送ファン３ｃの送風量を、湿度差が大きい居室２ａに対応する搬送ファ
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ン３ａの送風量よりも大きく設定する。具体的には、送風量決定部４０は、ここでは搬送
ファン３ｃの送風量を最大値の送風量１０に決定する。そして、送風量決定部４０は、搬
送ファン３ａの送風量を搬送ファン３ｃよりも小さい例えば送風量５に決定する。
【００７４】
　これにより、居室２ａ及び居室２ｃには空調室の空気が流入し、各居室の居室湿度は、
徐々に所定の湿度範囲内に近づいて行く。この際、送風量の差により、図８（ｂ）に示す
ように、湿度差の小さい居室２ｃの湿度がまず改善される。
【００７５】
　ここで、Ｓ３０３と異なる点は、２つの居室からの空気の流入量を制御することで、空
調室湿度内の湿度の変動を最低限に抑制している点である。つまり、湿度差の大きい高湿
度居室からの空調室への空気の流入量に対して、湿度差の小さい低湿度居室からの空調室
への空気の流入量を多くすることで、空調室への水分の流入、流出を（理想的には）等価
となるように制御する。これにより、空調室湿度の変動を抑制できるため、加湿器１６や
除湿器１７の稼働を抑制でき、省エネルギー制御が可能となる。また、湿度の面で空調室
の効率的な運用が可能となり、空調室の小型化が可能となる。
【００７６】
　なお、送風量決定部４０は、湿度差が小さい居室２ｃに対応する搬送ファン３ｃの送風
量と、湿度差が大きい居室２ａに対応する搬送ファン３ａの送風量とを同一にしてもよい
。具体的には、送風量決定部４０は、搬送ファン３ｃの送風量と搬送ファン３ａの送風量
を例えば送風量１０に決定する。この場合、図８（ｃ）に示すように、まず、居室２ｃの
湿度が改善される。この際、居室２ｃの湿度が改善されるまでの間は、居室２ｃの低湿度
の空気と居室２ａの高湿度の空気とが湿度を相殺するため、空調室湿度の変動を抑制する
ことができる。なお、居室２ａの湿度が高いため、空調室湿度がわずかながら上昇するこ
とが予想されるが、これに対しては必要に応じて空調室湿度制御部５５が除湿器１７によ
り対応すればよい。この処理であっても、省エネルギー制御及び空調機の小型化に寄与す
ることが可能である。
【００７７】
　送風量決定部４０は、空調室湿度に対する低湿度居室の数と高湿度居室の数とをカウン
トし、高湿度居室と低湿度居室の両方が存在しない場合、低湿度居室又は高湿度居室が１
つ、存在することを意味する。この場合には、送風量決定部４０は、該当する低湿度居室
又は高湿度居室に所定の風量で送風することで、当該居室の湿度を所定の湿度範囲に遷移
させることができる（Ｓ３０４Ｎｏ→Ｓ３０６）。
【００７８】
　以上、空調処理について述べたが、空調処理が初回に空調処理が実行された後は、空調
室湿度制御処理Ｓ１００とファン風量設定処理Ｓ２００とは独立して繰り返し処理される
。
【００７９】
　以上、本発明に係る空調システム及びシステムコントローラについて説明を行ったが、
上記実施の形態は、一例であり、これに限定されるものではない。
【００８０】
　例えば、循環ファン６ａ～６ｄ、及び搬送ファン３ａ～３ｄは、居室と空調室とを接続
するダクトによって連通されている。しかしながら循環ファン６ａ～６ｄについては必ず
しもダクトで接続する必要はなく、居室間を結ぶ廊下等の空間をダクトとみなすことも可
能である。この場合、居室内の空気は居室から循環ファン６ａ～６ｄによって廊下に搬送
される。廊下に搬送された居室内の空気は、廊下と連通する空調室１８に取り込まれる。
空調室１８への取り込みは、空調室１８の廊下に面した壁面に新たに循環ファンを備える
ことで行われ、あるいは循環ファンを利用することなく空調室の負圧化により取り込んで
もよい。このような構成によっても、ダクトで接続するのに対して循環効率は下がること
が予想されるが、空調システムに寄与することができる。
【００８１】
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　続いて、図９、図１０、図１１を参照して、本発明の第１実施形態に係る空調室１８に
ついて説明する。図９、図１０は、本第１実施形態に係る空調室１８の概略図であり、図
９は、空調室を３区分化した場合の空調室の概略図、図１０は、空調室を２区分化した場
合の空調室の概略図である。図１１は、空調室を３区分化した場合のシステムコントロー
ラの概略機能ブロック図である。なお図１１では、図２で示した概略機能ブロック図に対
して、さらに第一空間湿度算出部５８が加えられている。
【００８２】
　ところで、上述の図１では、空調室１８は区分化されておらず、つまり同一空間で、エ
アコンディショナー９、加湿器１６、及び除湿器１７によって温度及び湿度が制御されて
いる。これに対して、図９、図１０では、空調室１８を区分化することにより、効率的な
除加湿を実現可能となる。
【００８３】
　具体的には、図９に示すように、除湿、温度制御、加湿をそれぞれ別の空間で行う。例
えば、図９に示すように、空調室１８は仕切り板２１により第一空間２２、第二空間２３
、第三空間２４の３つの独立した空間に分離される。この場合においても、エアコンディ
ショナー９、加湿器１６及び除湿器１７等は、上記同様にシステムコントローラ１０で制
御される。なお、上流から下流に向かって順に第一空間２２、第二空間２３、第三空間２
４が配置されており、搬送ファン３によって各空間内の空気が下流に送風される。
【００８４】
　仕切り板２１は、第一空間２２と第二空間２３の仕切りと、第二空間２３と第三空間２
４の仕切りの役割を持ち、木板や石膏ボード等により形成されるボードである。さらに、
仕切り板２１は、使用するボードに加えて、断熱ボードを貼り合わせることで、より各空
間間での熱や湿度移動を防止することができる。また、仕切り板２１は、板面の一部分に
丸穴もしくは四角穴の空間連接開口２５を備える。これにより、第一空間２２と第二空間
２３及び第二空間２３と第三空間２４は、空間連接開口２５を介して互いに通風可能な独
立空間となる。
【００８５】
　空間連接開口２５は、仕切り板２１が存在しない場合に第一空間２２と第二空間２３と
が接する面の面積に対して、例えば３０％以下、さらに好適には２０％以下の開口面積を
有する。空間連接開口２５が大すぎる場合には、除湿、加湿能力の効率化への寄与度が下
がり、小さすぎる場合には圧損が上昇して空間同士の通風効率に悪影響を及ぼす恐れがあ
るためである。また、ここでは空間連接開口２５は単なる開口として設けられているが、
開口内に強制的に送風を行うファン、例えばパイプ用ファン等を設置することで、上流の
独立空間から下流の独立空間への送風効率を高めることができる。
【００８６】
　第一空間２２は、上流に屋内の空気を給気するための第一給気開口２６と屋外の空気を
給気するための第二給気開口２７、下流に第二空間２３との空間連接開口２５を備える。
また、第一空間２２は、除湿器１７、第一空間温度センサー２８、第一空間湿度センサー
２９が配置される。この構成により、第一給気開口２６からの屋内の空気と第二給気開口
２７からの屋外の空気を第一空間２２で混合する。混合された空気は、通常、屋内の空気
よりも屋外の新鮮な空気を多く含む。屋内の空気は、搬送ファン３ａ～３ｄから搬送され
た空気が各居室２ａ～２ｄを経由して、第一空間２２に戻ってくるため、システムコント
ローラ１０で設定された目標温度、目標湿度に近い温度、湿度である。一方、屋外の空気
は、例えば、夏季や梅雨時の高温高湿環境においては、設定された目標温度、目標湿度に
対して高温、高湿である。上述のように、屋外の空気が屋内の空気よりも多く第一空間２
２に給気されるため、第一空間２２は高温、高湿の環境となる。混合された第一空間２２
の空気は、空調室１８の空調室目標湿度よりも高い場合に、空調室目標湿度となるように
、第一空間２２で除湿器１７により除湿されるが詳細は後述する。除湿された空気は、空
間連接開口２５を介して第二空間２３へと送風される。
【００８７】
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　第一空間温度センサー２８は、第一空間２２の空気の温度を取得してシステムコントロ
ーラ１０に送信するセンサーである。第一空間２２は、上述のように外気と各居室２から
搬送された空気とが混合されるため、第一空間２２全体としての情報が得られるように第
一空間温度センサー２８を、下流すなわち空間連接開口２５近傍に備えるのが望ましい。
【００８８】
　第一空間湿度センサー２９は、第一空間２２の空気の湿度、すなわち第一空間２２の湿
度を取得して、システムコントローラ１０に送信するセンサーである。なお、第一空間湿
度センサー２９も第一空間温度センサー２８と同様の理由で、第一空間２２全体としての
情報が得られるように、下流すなわち空間連接開口２５近傍に備えるのが望ましい。
【００８９】
　第二空間２３は、上流に第一空間２２との空間連接開口２５、下流に第三空間２４との
空間連接開口２５を備える。また、第二空間２３は、エアコンディショナー９が配置され
る。この構成により、第一空間２２で除湿された空気は、第二空間２３でエアコンディシ
ョナー９により、第二空間２３の空気の温度が設定された空調室目標温度となるように冷
却又は加熱される。そして、冷却又は加熱された空気は、第三空間２４との空間連接開口
２５を介して第三空間２４へと送風される。
【００９０】
　第三空間２４は、上流に第二空間２３との空間連接開口２５、下流に搬送ファン３ａ～
３ｄを備える。また、第三空間２４は、加湿器１６が配置される。さらに、第三空間２４
は、下流すなわち搬送ファン３ａ～３ｄ近傍に空調室温度センサー１４と空調室湿度セン
サー１５が配置される。この構成により、第二空間２３で冷却又は加熱された空気は、空
調室目標湿度よりも低い場合にその湿度が空調室目標湿度となるように、第三空間２４で
加湿器１６により加湿される。そして、加湿された空気は、搬送ファン３ａ～３ｄを介し
て各居室２ａ～２ｄに搬送される。
【００９１】
　この構成により、空調室目標温度の制御と空調室目標湿度の制御を独立した空間でそれ
ぞれ別々に行うことができるため、効率の良い除湿・加湿を行うことができる。以下、除
湿・加湿の具体的な手順と効果について説明する。
【００９２】
　例えば、夏季や梅雨時の高温高湿環境の場合に、空調室１８の空気を除湿や冷却を行う
とする。まず、空調室湿度制御部５５は、空調室目標湿度と空調室１８の湿度すなわち第
三空間２４の湿度との差を算出する。そして、第三空間２４の湿度が空調室目標湿度より
も高い場合、第一空間２２に備えた除湿器１７で除湿を行う。第一空間２２で除湿された
空気は、第二空間２３に送風される。第二空間２３では、設定された空調室目標温度より
も第二空間２３の空気の温度が高い場合、第二空間２３に備えたエアコンディショナー９
で冷却を行う。ここで、第一空間２２で制御された湿度は、第二空間２３で冷却されるこ
とにより、相対湿度が変わってしまう。これに対して、本構成においては、第一空間２２
の空気は、空調室湿度制御部５５により、搬送ファン３を介して空調室１８外に送風され
る搬送空気の湿度（この場合、相対湿度）よりも低い所定の除湿湿度以下に制御される。
つまり、第一空間湿度算出部５８は、エアコンディショナー９による冷却を見越して、第
一空間２２の到達すべき湿度を算出（逆算）する。
【００９３】
　具体的に、第一空間湿度算出部５８は、設定された搬送空気の目標湿度（この場合、相
対湿度）と、設定された搬送空気の目標温度と、第一空間２２の温度に基づいて第一空間
２２の空気が到達すべき湿度（この場合、相対湿度）の算出を以下の手順で行う。
【００９４】
　まず、設定された搬送空気の目標湿度（この場合、相対湿度）と、設定された搬送空気
の目標温度の条件により、搬送空気の水分量すなわち絶対湿度を算出する。夏季や梅雨時
においては、空気は、上述のように第二空間２３で冷却された後、第三空間２４から各居
室２ａ～２ｄに搬送される。つまり、第一空間２２での絶対湿度を決定することで、各居
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室２ａ～２ｄに搬送される空気は目標の絶対湿度となる。第一空間湿度算出部５８による
搬送空気の絶対湿度算出後は、第一空間２２の温度を検知する。これにより、到達すべき
第一空間２２の温度における湿度（この場合、相対湿度）が算出できる。夏季や梅雨時に
おいては、必要に応じて第一空間２２の温度に対して第二空間２３の温度はエアコンディ
ショナー９で冷却される。そのため、第一空間２２の空気の湿度（この場合、相対湿度）
は第二空間２３の空気の湿度（この場合、相対湿度）よりも小さくなる。したがって、第
一空間２２の空気の湿度（この場合、相対湿度）は、搬送空気の湿度（この場合、相対湿
度）よりも低い除湿湿度に制御されることとなる。
【００９５】
　以上のように、夏季や梅雨時においては、第一空間２２には高温高湿の空気が送風され
る。空気は、高温であればあるほど飽和水蒸気量が多くなり、より多くの水分量を含むこ
とができる。この場合に除湿を行うとすると、除湿器１７に備えられた熱交換器での空気
の温度を少し低下させるだけで多くの水分を空気から取り除くことができる。つまり、効
率よく空気の除湿を行うことができる。
【００９６】
　また、梅雨時においては、エアコンディショナー９と除湿器１７を空調室１８の同じ空
間に設けた場合、エアコンディショナー９は、屋外と空調室１８の空気の温度差が小さく
、サーモオフの状態となる。この場合、除湿器１７のみが動作して、空気は、除湿器１７
の放熱により、屋外の温度よりも空調室１８の温度は高くなり、その空気が各居室２ａ～
２ｄに搬送されることとなる。しかし、第一空間２２で先に除湿を行うことで、エアコン
ディショナー９には除湿器１７の放熱により加熱された空気が送風されるので、エアコン
ディショナー９は冷房運転を行い、設定された空調室目標温度に調整することができる。
また、空調室１８は比較的狭い空間であることが予想される。このため、エアコンディシ
ョナー９と除湿器１７を空調室１８の同じ空間に設けた場合、エアコンディショナー９に
よる空気の冷却と除湿器１７からの放熱による空気の加熱が同時に行われることで、設定
された目標温度への制御が困難となる。しかし、空調室１８を区分化しているため、除湿
器１７の放熱をエアコンディショナー９のある第二空間２３と分離することができるため
、設定された空調室目標温度、空調室目標湿度への制御が容易となる。
【００９７】
　また、例えば、冬季の低温低湿環境の場合に、空調室１８の空気を加熱及び加湿を行う
とする。まず、空調室湿度制御部５５は、第一空間２２の空気の湿度を検知することで除
湿の対象であるかどうかを判断するが、すでに十分に低い湿度である冬季の空気は除湿の
対象とはならない。つまり、第一空間２２では、第一給気開口２６からの屋内の空気と第
二給気開口２７からの屋外の空気を混合するのみである。
【００９８】
　次に、第二空間２３の空気は、設定された空調室目標温度よりも低い場合、エアコンデ
ィショナー９で設定された空調室目標温度まで加熱される。この場合、第二空間２３の空
気は加熱により湿度（この場合、相対湿度）が、非常に大きく低下する。第二空間２３で
加熱された空気は、空調室目標温度の条件を満たした状態で、第三空間２４に搬送される
。
【００９９】
　第三空間２４では、空調室湿度制御部５５は、設定された空調室目標湿度と第三空間２
４の湿度との差を算出する。そして、第三空間２４の湿度が空調室目標湿度よりも低い場
合、空調室湿度制御部５５は、第三空間２４に備えた加湿器１６で加湿を行う。これによ
り、第三空間２４の搬送ファン３ａ～３ｄから搬送される空気は、設定された空調室目標
温度、空調室目標湿度となる。
【０１００】
　この構成では、第三空間２４にはエアコンディショナー９で加熱された後の空気が送風
される。そして、空気は温度が高ければ高いほどより多くの水分量を含むことができ、す
なわち絶対湿度を大きくすることができる。これにより、第三空間２４の空気は、加湿器
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１６からの水分を効率よく吸収することができる。すなわち、第三空間２４の空気は、よ
り効率よく設定された空調室目標湿度へ加湿されて搬送ファン３ａ～３ｄから各居室２へ
搬送することができる。
【０１０１】
　以上、本発明に係る空調システムの空調室１８の空間を３区分に分離した構造について
説明を行ったが、上記実施の形態は、一例であり、これに限定されるものではない。
【０１０２】
　例えば、図１０に示すように、第二空間２３が第三空間２４を兼ねた空間とし、すなわ
ち第二・第三空間３０としてもよい。言い換えると、空気を冷却又は加熱する空間と加湿
する空間を同一の空間としてもよい。
【０１０３】
　夏季や梅雨時の高温高湿環境の場合は、上記の３区分化した場合と同様に、空気は、第
一空間２２で除湿され、第二・第三空間３０で冷却される。また、冬季の低温低湿環境の
場合は、第二・第三空間３０で加熱と加湿を同時に行う。本構成では、第二・第三空間３
０に空調室よりも温度の低い空気が第一空間２２から送風されることになり、上記の３区
分化した場合よりも空気を加湿する効率が悪くなる。しかし、第二・第三空間３０とする
ことで、第三空間２４よりも加湿空間の容積を大きくすることができる。すなわち、加湿
された湿度の大きい空気の量は、第二・第三空間３０の方が第三空間２４よりも多くなり
、より効率よく設定された空調室目標湿度へ加湿することができる。さらに、仕切り板２
１を２枚から１枚に減らすことができ、空調室１８にかかる費用を低減することができる
。
【０１０４】
　なお、上記実施の形態では、居室として示しているが、居室は必ずしも人が居る必要は
無く、一つの空間として捉えることができる。つまり、廊下やキッチンもある程度区切ら
れているのであれば１つの空間として捉えることができ、１つの居室に該当する。
【０１０５】
　また、本発明に係る空調システムは、戸建て住宅やマンション等の複合住宅に適用可能
である。ただし、空調システムを複合住宅に適用する場合には、１つのシステムが世帯単
位に対応するものであり、各世帯を１つの居室とするものではない。
【産業上の利用可能性】
【０１０６】
　本発明に係る空調システム及び空調システムコントローラは、効率的な除加湿により空
調室の小型化に寄与する空調システム、及び空調システムコントローラとして有用である
。
【符号の説明】
【０１０７】
　１　　一般住宅
　２、２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄ　　居室
　３、３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄ　　搬送ファン
　４　　外気導入ファン
　５、５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄ　　排気ファン
　６、６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ　　循環ファン
　９　　エアコンディショナー
　１０　　システムコントローラ
　１１、１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ　　居室温度センサー
　１２、１２ａ、１２ｂ、１２ｃ、１２ｄ　　居室湿度センサー
　１４　　空調室温度センサー
　１５　　空調室湿度センサー
　１６　　加湿器
　１７　　除湿器
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　１８　　空調室
　１９　　入出力端末
　２０　　空調システム
　２１　　仕切り板
　２２　　第一空間
　２３　　第二空間
　２４　　第三空間
　２５　　空間連接開口
　２６　　第一給気開口
　２７　　第二給気開口
　２８　　第一空間温度センサー
　２９　　第一空間湿度センサー
　３０　　第二・第三空間
　３１　　ファン風量制御部
　４０　　送風量決定部
　５３　　湿度判定部
　５４　　居室目標湿度取得部
　５５　　空調室湿度制御部
　５６　　湿度差比較部
　５７　　高低判断部
　５８　　第一空間湿度算出部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(19) JP 2020-63899 A 2020.4.23

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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